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身体像の錯覚からみた自閉
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自閉スペクトラム症でみられる様々な障害特性の背景には、特有の感覚情報処理特

性が関与する。例えば自閉傾向の高い実験参加者は、触覚と固有感覚が結びつきや

すい（Wada et al., 2014 Sci Rep; Ide & Wada, 2017 Front Hum Neurosci）。ラバー
ハンド錯覚では、参加者の手と模造品の手を筆で同時に刺激する。すると、多くの

参加者は､模造品の手を自分の手のように感じる（Botvinick & Cohen, 1998 Nature）。
我々は、この錯覚とオキシトシンが関連する可能性を発見し、自閉傾向の高い実験

参加者は、この錯覚を感じにくいことを見出した（Ide & Wada, 2017 Front Hum
Neurosci)。さらに、ラバーハンド錯覚に近い現象がマウスにも生じることを発見
し、「ラバーテイル応答」と名づけた（Wada et al., 2016 J Neurosci）。自閉症モ
デルマウスの１つである Caps2 KO マウスでは、この現象が生じにくいことがわ
かり、c-Fosを用いた免疫染色からは、後部頭頂皮質の関与が示唆された。今回は、
これらの研究を紹介し、障害特性との関連についても論じていきたい。

どうぞ奮ってご参加ください。

（担当：システム脳生理学分野）
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